
【化学（解答）】 

Ⅰ 
  １．Ag2O + 4 NH3 + H2O → 2 [Ag(NH3)2]OH 
  ２．① ○ 鎖状構造のα－ヒドロキシケトン基が還元性をもつから。 
    ② × 開環しないので，還元性を示す部位が生じないから。  
  ３．（１）C5H11O5 
    （２）銀鏡反応 
    （３）RCHO + 2 [Ag(NH3)2]NO3 + H2O → RCOONH4 + 2 Ag + 2 NH4NO3 + NH3 
    （４）RCHO + 3 OH－ → RCOO－ + 2 H2O + 2 e－  
      （ RCHO → RCOOH + 2 H+ + 2 e－ も可 ） 
  ４．（１）表面積は𝑑𝑑 × 2𝜋𝜋𝜋𝜋 + 2𝜋𝜋𝑟𝑟2 = 2𝜋𝜋𝜋𝜋(𝑑𝑑 + 𝑟𝑟) 厚さによる表面積の差を無視して， 

𝑚𝑚 = 𝜌𝜌 × 2𝜋𝜋𝜋𝜋(𝑑𝑑 + 𝑟𝑟) × 𝑥𝑥 

∴ 𝑥𝑥 =
𝑚𝑚

2𝜋𝜋𝜋𝜋𝜋𝜋(𝑑𝑑 + 𝑟𝑟) 

    （２）硝酸銀： 4100.4
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102.04.31 −×=××× mol，グルコース： 4103.3
180

106.011 −×=××× mol 

      グルコース過剰で，銀が 108×4.0×10－4 = 4.32×10－2 g 析出し，これが m である。 
      x×+××=× − )6.04.4(14.32.1101032.4 2   ∴ x = 2.3×10－4    
 
Ⅱ 
  １．⑤ エチレングリコール ⑥ グリセリン 
  ２．1 価アルコールは分子間に水素結合を形成するが，アルカンは形成しないから。 
  ３．（１）（分子内）脱水反応 
    （２）CH3－CH2－O－CH2－CH3  ジエチルエーテル 

    （３）CH3      CH3    CH3      H  

          C＝C        C＝C  

        H        H          H       CH3   



 
  ４．（１）C57H92O6 
    （２）（ⅰ）硬化油  
      （ⅱ）A の分子量は 872，1 分子の A は炭素－炭素二重結合を 9 個もつから，  

         52.24.229
872
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=××  L 

    （３）（ⅰ）セッケンや洗剤分子の疎水性部分で油汚れを取り囲み，親水性部分を外側に向けて，

ミセルを形成し，水中に分散させる。 
      （ⅱ）合成洗剤。 
         理由：セッケンは硬水中のカルシウムイオンと水に難溶な塩を生成するが， 

合成洗剤は生成しないから。 
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        x を無視できると仮定して，(0.10 + x)x≒0.10 x＝1.0×10－14 より，x≒1.0×10－13 も考えられる。 

  ２．水溶液中の水のモル濃度[H2O]は一定値とみなせるから。 
  ３．吸熱反応 
    理由：温度が高いほど下線部（b）の値が大きいので，式①の平衡が右に移動している。 
       ルシャトリエの原理より，温度を上げると吸熱方向に平衡が移動するから，正方向は 
       吸熱反応である。 
  ４．（１）水の電離による[H+]を x [mol/L]とすると， 
      [H+][OH－] = (1.0×10－7 + x)x = 1.0×10－14 (mol/L)2  
      これを解くと，x = 0.62×10－7 mol/L。よって，[H+] = 1.6×10－7 mol/L 
    （２）pH = 8－4 log102.0 ≒ 6.80（対数の有効数字に注意） 
  ５．（１）2.7×10－3 mol/L  （２）1.7×10－5 mol/L 
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         2220222 1000.11000.1100.1]S][Fe[ －－ ×=×××= −−+ (mol/L)2 が溶解度積の値より 
         小さいので，沈殿は生じない。  
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         2222 108.18.1100.1]S][Fe[ －－ ×=××= −+ (mol/L)2 が溶解度積の値より 
         大きいので，沈殿が生じる。  

【注】1.0 × 10−1 mol/L  アンモニア塩基性という条件が硫化水素を通じても 
保たれていると解釈した。アンモニアが硫化水素と中和反応して最終的に 
[H2S] = 0.100 mol/L になると考える場合，中和により生じた HS− が 0.10 mol/L とな

ることから [H+] = 1.0 × 10−7 mol/L と求まり，[S2−] = 1.0 × 10−8 mol/L となる。沈

殿が生じるという結論は変わらない。 
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    タ 9.3×10－5 チ 4.0×10－3 ツ 4.0×10－3 テ 4.0×10－3  
    ト 溶液中の酢酸イオン濃度が大きくなるので，式②の平衡が左に移動する  
    ナ ② ニ 2.7×10－5 ヌ 3.0×10－3 ネ 5.0×10－3 ノ 1.6×10－5  
    ハ 4.57 ヒ 4.80  
 

【講評】 

 特に考える設問もなく，題意が読み取りにくいのもⅢの 7.だけであったが，例年よりも設問数と計算

量が増加した。時間との戦いだけの試験であった。YMS では最終対策講座で確認したが，ローテーショ

ンから今年は糖類の番なので，すばやくⅠをクリアしてⅢを解く時間を確保できたかどうか，Ⅰでグル

コース過剰を見落とさなかったかどうかで差がついたであろう。 
 


